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創
立
１
０
０
周
年
記
念
事
業
に
向
け
た
同
窓
生
に
よ
る

「
筑
高
１
０
０
年
募
金
」
が
、
令
和
８
年
４
月
で
１
億
円

を
超
え
た
。
一
人
で
１
０
０
万
円
以
上
の
大
口
寄
付
も
目

立
ち
始
め
て
お
り
、
募
金
活
動
が
本
格
化
す
る
。

人
工
芝
敷
設
に 

１
億
円

　

今
年
５
月
10
日

時
点
の
寄
付
金

残
高
（
千
円
未
満

切
り
捨
て
）
は

１
億
１
８
６
６
万

円
。
昨
年
末
か
ら
４

カ
月
間
で
２
千
万
円

増
え
た
。

　

事
業
別
の
内
訳

は
①
人
工
芝
敷
設

事
業
（
目
標
３
億

円
）
１
億
２
５
０
万

円
、
②
学
校
環
境
整

備
事
業
（
目
標
１
億

円
）
０
円
＝
未
募

集
、
③
奨
学
金
事
業

（
目
標
５
千
万
円
）

１
３
３
１
万
円
。
３

事
業
の
ほ
か
に
④
法

人
運
営
２
８
３
万
円

と
な
っ
て
い
る
。

　

同
窓
会
本
部
は
募

金
趣
意
書
を
作
成

し
、
昨
年
後
半
か
ら

配
布
を
始
め
た
。
同
窓
生
に
募
金

の
趣
旨
が
少
し
ず
つ
理
解
さ
れ
て

い
る
と
み
ら
れ
る
が
、
金
額
で
は

目
標
総
額
４
億
５
千
万
円
の
４
分

の
１
強
、
寄
付
の
件
数
で
は
延
べ

約
１
５
０
０
件
に
と
ど
ま
っ
て
い

る
。

　

こ
の
た
め
同
窓
会
本
部
は
、
３

月
の
常
任
幹
事
会
で
各
年
次
で
の

同
窓
生
名
簿
の
整
備
を
求
め
た
。

同
本
部
は
「
各
年
次
で
も
１
０
０

周
年
事
業
の
周
知
を
お
願
い
し
た

い
」
と
話
し
て
い
る
。

大
口
寄
付
獲
得
に
動
く

　

１
０
０
万
円
以
上
の
大
口
寄
付

は
６
１
３
７
万
円（
33
人
）に
上
っ

て
い
る
。
募
金
推
進
委
員
会
の
道

永
幸
典
委
員
長
（
高
28
）
ら
各
委

員
が
、
企
業
経
営
者
な
ど
の
同
窓

生
に
個
別
に
要
請
し
て
回
っ
て
い

る
。
大
口
寄
付
は
全
寄
付
額
の
５

割
強
を
占
め
る
だ
け
に
、
今
後
も

精
力
的
に
働
き
か
け
て
い
く
。

Ｈ
Ｐ
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

　

令
和
８
年
度
か
ら
「
筑
高

１
０
０
年
募
金
」
の
活
動
が
本
格

化
す
る
の
を
機
に
、
同
窓
会
本
部

は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
Ｈ
Ｐ
）
の

１
０
０
周
年
事
業
の
ペ
ー
ジ
を
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
。

　

冒
頭
は
「
未
来
の
丘
へ
、
同
窓

生
か
ら
の
贈
り
物
」
と
の
キ
ャ
プ
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同窓会HP
「QRコード」

筑 紫 丘
高 等 学 校
同 窓 会
公式LINE
アカウント
　このたび、同窓会の
活動をより多くの世代
に届けるために広報委
員会の尽力により、筑
紫丘高校同窓会公式
LINEアカウントが開
設されました。
　不定期配信ではあり
ますが、同窓会からの
お知らせを皆様のお手
元にお届けします。
　ぜひQRコードから
登録をお願いいたしま
す。

令
和
８
年
度
入
試
総
括　
問
題
難
化
、粘
り
強
く

Ｆ
Ｍ
番
組
も
ス
タ
ー
ト

新
設
の
イ
ベ
ン
ト
部
会

ホ
ー
ムペー
ジ
も
充
実

寄
付
金
１
億
円
超
え
る 

１
０
０
周
年

事
業
募
金

シ
ョ
ン
付
き
映
像
。
学
校
で
の
行

事
や
校
内
の
様
子
が
紹
介
さ
れ

る
。
画
面
を
ス
ク
ロ
ー
ル
し
て
い

く
と
、
事
業
の
内
容
、
寄
付
の
方

法
の
説
明
や
会
報
で
の
関
連
記

事
、
人
工
芝
事
業
を
中
心
と
し
た

大学等合格者数  （　　）内は現役　令和８年４月１日現在

種別 大学名 令和８年 令和７年 令和６年

国
立
大
学

九 州 大 111（92） 107（87） 112（90）
佐 賀 大 21（20） 31（26） 26（24）
熊 本 大 21（19） 8（7） 21（16）
大 阪 大 20（16） 19（17） 16（8）
京 都 大 16（6） 8（5） 14（6）
広 島 大 13（8） 10（9） 11（9）
九 州 工 大 11（8） 19（13） 16（14）
神 戸 大 6（5） 6（4） 4（1）
長 崎 大 6（3） 10（7） 11（8）
山 口 大 5（5） 4（4） 4（3）
福 岡 教 育 大 5（5） 3（3） 2（2）
東 京 科 学 大 5（4） 4（2） 3（2）
東 京 外 大 4（3） 2（2） 4（2）
大 分 大 4（3） 4（1） 2（2）
千 葉 大 3（3） 1（1） 1（0）
北 海 道 大 3（2） 7（4） 1（0）
横 浜 国 立 大 3（2） 2（1） 1（0）
一 橋 大 3（1） 2（2） 3（1）
東 北 大 2（2） 1（0） 0
鳥 取 大 2（2） 0 0
富 山 大 2（1） 0 0
埼 玉 大 2（0） 0 0
東 京 大 1（0） 3（2） 10（4）
そ の 他 ７ 校 7（3）

公
立
大
学

福 岡 女 子 大 9（9） 9（8） 10（10）
東 京 都 立 大 4（3） 1（1） 4（3）
九 州 歯 科 大 2（1） 0 2（2）
北 九 州 市 立 大 2（1） 3（3） 3（2）
国 際 教 養 大 2（0） 2（1） （0）
そ の 他 ８ 校 8（6）
国公立大学合計 303（233） 294（232） 322（241）

私
立
大
学

西 南 学 院 大 163（143） 145（141） 181（165）
福 岡 大 137（115） 135（106） 158（125）
立 命 館 大 122（90） 110（82） 127（88）
同 志 社 大 67（42） 41（33） 67（35）
東 京 理 大 40（19） 40（21） 24（8）
関 西 大 30（17） 11（9） 20（12）
関 西 学 院 大 26（18） 26（23） 29（27）
近 畿 大 25（17） 12（3） 17（4）
明 治 大 23（14） 26（16） 38（25）
早 稲 田 大 16（10） 15（12） 25（12）
関 西 外 大 16（4） 7（7） 0
青 山 学 院 大 12（10） 9（6） 7（4）
法 政 大 12（8） 16（12） 19（8）
芝 浦 工 大 12（8） 9（5） 1（0）
慶 応 大 12（6） 17（14） 16（6）
久 留 米 大 8（8） 10（8） 6（6）
中 央 大 6（6） 9（6） 15（12）
上 智 大 6（4） 6（3） 11（10）
国 際 医 療 福 祉 大 6（1） 7（7） 7（4）
そ の 他 3 8 校 72（46）
私立大学合計 811（586） 743（570） 862（623）

大学校・短大・専門学校等 10（5） 7（6） 14（10）
総計 1124（824） 1044（808） 1198（874）

Ｑ
＆
Ａ
な
ど
が
読
め
る
。
こ
の
ほ

か
森
田
一
義
・
記
念
事
業
実
行
委

員
長（
高
16
）ら
の
あ
い
さ
つ
、現・

元
校
長
の
筑
高
へ
の
熱
い
思
い
も

寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

　

創
立
１
０
０
周
年
記
念
事
業
実

行
委
員
会
の
下
部
組
織
と
し
て
、

イ
ベ
ン
ト
部
会
を
昨
年
設
立
し

た
。
筑
高
が
来
年
１
０
０
周
年
を

迎
え
る
こ
と
を
知
ら
な
い
同
窓
生

を
少
し
で
も
減
ら
す
こ
と
、
同
窓

生
以
外
の
方
々
に
も
知
っ
て
も
ら

う
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

　

令
和
７
年
度
は
、
高
宮
商
店
街

創
立
70
周
年
記
念
イ
ベ
ン
ト
の
一

つ
と
し
て
商
店
街
と
同
窓
会
が
共

　

こ
の
春
卒
業
し
た
78
回
生
も
先

輩
た
ち
と
同
様
、
新
た
な
ス
テ
ー

ジ
で
の
挑
戦
に
向
け
て
大
学
受
験

に
臨
み
ま
し
た
。

　

新
課
程
２
年
目
で
難
化
が
予
想

さ
れ
た
令
和
８
年
度
大
学
入
学
共

通
テ
ス
ト
は
、
文
系
、
理
系
と
も

に
６
教
科
総
合
（
１
０
０
０
点
満

点
）の
平
均
点
が
下
が
り
ま
し
た
。

　

予
備
校
等
の
推
定
値
で
は
、
６

教
科
文
系
５
９
６
点
（
前
年
比
▲

24
点
）、
６
教
科
理
系
６
０
３
点

（
前
年
比
▲
30
点
）
で
、
大
学
入

試
セ
ン
タ
ー
発
表
の
各
科
目
の
平

均
点
も
物
理
45
・
６
点
（
前
年
比

▲
13
・
４
点
）、
情
報
Ⅰ
56
・
６

点
（
前
年
比
▲
12
・
７
点
）
な
ど

前
年
か
ら
大
き
く
平
均
点
を
下
げ

た
科
目
が
み
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の

同
で
森
田
一
義
先
輩
の
講
演
会
を

実
施
し
た
。

　

ま
た
、
今
年
２
月
か
ら
は
創
立

１
０
０
周
年
を
盛
り
上
げ
よ
う

と
、
コ
ミ
て
ん
ラ
ジ
オ
（
Ｆ
Ｍ

77
・
７
Ｍ
Ｈ
ｚ
）
で
第
２
、
第
４

木
曜
の
午
後
７
時
半
か
ら
30
分
の

番
組
「
ガ
オ
カ
ｄ
ｅ 

Ｎ
ｉ
ｇ
ｈ

ｔ
!!
」
を
始
め
た
＝
写
真
。

　

同
窓
生
Ｍ
Ｃ
が
主
に
同
窓
生
を

ゲ
ス
ト
に
迎
え
て
、
高
校
時
代
の

よ
う
な
中
、
受
験
生
た
ち
は
最
後

ま
で
粘
り
強
く
学
習
に
取
り
組

み
、
素
晴
ら
し
い
結
果
を
残
し
て

く
れ
ま
し
た
。

　

各
大
学
の
合
格
者
数
は
、
別
表

の
通
り
で
す
。
京
都
大
学
の
現
役

生
、
既
卒
生
を
合
わ
せ
た
16
名
合

格
、
九
州
大
学
で
の
現
役
生
92
名

合
格
は
、
過
去
５
年
間
で
最
多
と

な
り
ま
し
た
。
九
大
医
学
部
医
学

科
に
は
現
役
生
３
名
、
既
卒
生
２

名
が
合
格
し
ま
し
た
。

　

生
徒
た
ち
の
た
め
、
社
会
人
講

演
会
や
東
京
研
修
の
実
施
な
ど
多

方
面
に
わ
た
っ
て
御
支
援
い
た
だ

い
た
同
窓
会
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
皆
様
方

に
深
く
感
謝
い
た
し
ま
す
。

（
進
路
指
導
部
）

思
い
出
や
今
の
仕
事
、
総
会
懇
親

会
の
こ
と
な
ど
を
話
し
て
い
る
。

オ
ン
タ
イ
ム
で
聞
け
な
く
て
も
Ｙ

ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
ア
ー
カ
イ
ブ
も
あ

る
の
で
ぜ
ひ
お
聴
き
く
だ
さ
い
。

　

一
番
の
目
的
は
兎
に
も
角
に
も

「
寄
付
道
」。
皆
様
の
お
力
添
え
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

力
安
拓
（
高
46
）
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研
鑽
委
員
会
は
２
月
14
日
、
九

州
大
学
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル
教
授

の
吉
村
洋
一
氏
（
高
38
）
を
講
師

に
迎
え
て
、第
７
回
「
学
び
の
会
」

を
本
校
視
聴
覚
教
室
で
開
き
ま
し

た
。
海
外
か
ら
の
オ
ン
ラ
イ
ン
参

加
も
含
め
て
約
１
５
０
人
が
聴
講

し
ま
し
た
。

　

吉
村
氏
は
、
早
稲
田
大
学
卒
業

　

新
聞
部
Ｏ
Ｂ
会
は
３
月
５
日
、

学
校
に
大
判
プ
リ
ン
タ
ー
１
台
を

寄
贈
し
ま
し
た
。

　

筑
高
新
聞
部
は
平
成
６
年
３
月

　

皆
様
に
は
、
同
窓
会
活
動
に
多

大
の
ご
支
援
・
ご
協
力
を
賜
り
、

深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

同
窓
会
で
は
役
員
が
一
部
交
代

し
ま
し
た
。
長
ら
く
ご
尽
力
い
た

だ
い
た
皆
様
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
同
窓
会

を
ご
支
援
く
だ
さ
い
。
私
も
４
期

目
と
な
り
ま
し
た
が
、
新
し
い
メ

ン
バ
ー
で
心
を
合
わ
せ
、
全
力
で

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

来
年
は
、
い
よ
い
よ
母
校
の
創

立
１
０
０
周
年
で
す
。
１
０
０
周

年
記
念
事
業
に
つ
い
て
は
、
順

後
、
日
商
岩
井
（
現
・
双
日
）
へ

入
社
、米
国
で
Ｍ
Ｂ
Ａ
を
取
得
後
、

マ
ッ
キ
ン
ゼ
ー
・
ア
ン
ド
・ 

カ

ン
パ
ニ
ー
を
経
て
、
投
資
フ
ァ
ン

ド
の
パ
ー
ト
ナ
ー
な
ど
を
歴
任
さ

れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
令
和
６
年
に
は
、
森
田

一
義
（
タ
モ
リ
）
さ
ん
（
高
16
）

所
有
の
ヨ
ッ
ト
レ
ー
ス
「
タ
モ
リ

　長らくお休みしていた「アンダーの会」が、３
月21日、堅苦しいイメージを払拭したカジュア
ルな交流会として復活しました。同会は総会当番
年次（今年は49回）より下の世代を対象として、
若手同窓生の結束強化を目的としており、今回は
92名が参加しました。
　会場では、美味しいビュッフェ料理と酒を楽し
みながら、異業種で活躍する先輩・後輩がフラッ
トに交流しました。現役大学生に自己ＰＲをして
もらうコーナーや同窓会オリジナルグッズを景品
としたジャンケン大会もあり、みんな大いに盛り
上がりました。同窓生同士の繋がりを再確認でき
る素晴らしい時間でした。

田中慎介（高49回）

に
最
後
の
部
員
が
卒
業
し
、
休

部
と
な
り
ま
し
た
。
以
来
、
Ｏ

Ｂ
会
は
物
心
両
面
に
わ
た
る
支
援

を
行
う
体
制
を
整
え
、
復
活
の
日

を
待
っ
て
お
り
ま
し
た

が
、
休
部
状
態
が
30
年

続
い
て
い
る
状
況
を
鑑

み
、
昨
年
末
の
総
会
で

新
聞
部
の
復
活
断
念
を

決
定
。
今
回
、
そ
の
代

わ
り
と
し
て
母
校
に
大

判
プ
リ
ン
タ
ー
を
贈
っ

た
も
の
で
す
。

　

学
校
側
に
は
校
長
室

で
贈
呈
式
を
開
い
て
い

た
だ
き
＝
写
真
、
金
房

正
剛
副
会
長
（
高
39
）

次
、
募
金
趣
意
書
を
同
窓
生
の
皆

様
に
、
郵
送
さ
せ
て
い
た
だ
い
て

お
り
、
続
々
と
募
金
の
申
込
書
が

事
務
局
に
届
い
て
い
ま
す
。
多
く

の
皆
様
か
ら
の
ご
寄
付
に
厚
く
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。
こ
れ
ま
で

に
、
１
５
０
０
名
を
超
え
る
同
窓

生
か
ら
、
総
額
１
億
円
を
超
え
る

募
金
が
あ
り
ま
し
た
が
、
目
標
の

４
億
５
０
０
０
万
円
を
達
成
す
る

た
め
に
は
、
さ
ら
に
多
く
の
同
窓

生
の
お
力
が
必
要
で
す
。

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
も
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
し
、イ
ベ
ン
ト
部
会
に
よ
る「
ガ

オ
カ
ｄ
ｅ 

Ｎ
ｉ
ｇ
ｈ
ｔ
!!
」
な

ど
広
報
に
も
力
を
入
れ
て
い
ま
す

が
、
周
り
の
方
々
に
お
声
が
け
を

し
て
い
た
だ
け
る
と
同
窓
生
の
輪

が
広
が
り
大
き
な
力
に
な
る
と
思

い
ま
す
の
で
、
ど
う
か
皆
様
の
お

カ
ッ
プ
」
の
優
勝
ト
ロ
フ
ィ
ー
を

オ
ー
ク
シ
ョ
ン
で
見
事
落
札
。
益

金
は
奨
学
財
団
に
寄
付
さ
れ
、
ト

ロ
フ
ィ
ー
は
現
在
本
校
玄
関
に
飾

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

講
演
で
は
「
私
の
履
歴
書
、
そ

の
す
べ
て
の
分
岐
点
に
は 

『
筑
紫

丘
の
友
』
が
い
た
」
と
題
し
て
、

「
人
と
の
縁
」
や
「
筑
紫
丘
の
仲

間
の
存
在
」
に
つ
い
て
熱
く
語
ら

れ
ま
し
た
。
多
く
の
出
会
い
と
エ

ピ
ソ
ー
ド
が
、
懐
か
し
い
写
真
と

と
も
に
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　

次
回
の
「
学
び
の
会
」
は
８
月

22
日
、
九
州
工
業
大
学
の
柴
田
智

弘
教
授
（
高
39
）
を
お
迎
え
し
ま

す
。
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

（
研
鑽
委
員
会

　

太
田
由
美
子　

高
32
）

力
添
え
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

　

高
校
の
授
業
料
無
償
化
が
ス

タ
ー
ト
す
る
中
、
私
学
と
の
競

争
も
激
化
し
て
い
ま
す
。
筑
紫

丘
高
校
の
魅
力
を
さ
ら
に
高
め
、

母
校
が
更
に
飛
躍
す
る
た
め
に
、

吉
村
洋
一
氏（
高
38
）が
講
演

第
７
回「
学
び
の
会
」開
く

祝復活！「筑紫丘アンダーの会」大
判
プ
リ
ン
タ
ー
を
寄
贈
　
新
聞
部
Ｏ
Ｂ
会

タモリカップと吉村さん

新
任

副
会
長
　
田
中
誠
一
（
高
37
）

　

こ
の
度
、
同
窓
会
副
会
長
を
拝

命
し
ま
し
た
田
中
誠
一
で
す
。
高

校
で
過
ご
し
た
３
年
間
は
短
い
も

の
で
し
た
が
、
振
り
返
る
と
私
の

人
生
に
お
け
る
重
要
な
礎
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

教
育
環
境
が
大
き
く
変
化
す
る

中
で
は
あ
り
ま
す
が
、
間
も
な
く

創
立
１
０
０
周
年
を
迎
え
る
母
校

の
更
な
る
発
展
の
た
め
、
同
窓
生

の
皆
さ
ま
と
と
も
に
、
校
歌
に
う

た
わ
れ
る
「
守
護
・
開
拓
・
創
造
」

の
精
神
を
胸
に
、
笑
顔
で
精
進
し

て
い
き
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

理
事 

　
内
橋
裕
之
（
高
31
）

　

こ
の
度
、
学
年
常
任
幹
事
を
退

任
し
、
同
窓
会
役
員
を
拝
命
し
ま

更
な
る
飛
躍
に
向
け
て

原
田
ゆ
み
子（
高
20
）

会長
あいさつ

１
０
０
周
年
記
念
事
業
実
行
委

員
会
の
森
田
一
義
会
長
、
道
永

幸
典
募
金
推
進
委
員
長
の
も
と
、

同
窓
生
み
ん
な
で
力
を
合
わ
せ
、

１
０
０
周
年
記
念
事
業
を
成
功
さ

せ
ま
し
ょ
う
。
よ
ろ
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

　同窓会の役員改
選があり、４月か
ら新体制がスター

トした。渡邊達哉副会長（定18）、中牟田伸二
理事（高28）の退任に伴い、田中誠一理事（高
37）が新副会長に就任、新理事に内橋裕之氏（高
31）、藤田利孝氏（高48）が選出された。退任
の渡邊、中牟田両氏は顧問に就いた。

役 員 改 選

し
た
。

　

本
来
は
次
代
を
担
う
若
手
が
中

心
と
な
る
べ
き
で
す
が
、
現
在
は

若
手
が
参
画
す
る
機
会
が
限
ら
れ

て
い
る
の
が
実
情
で
す
。

　

任
期
中
は
、
下
の
世
代
が
よ
り

主
体
的
に
活
動
に
関
わ
れ
る
よ

う
、
組
織
改
革
を
し
て
い
く
こ
と

に
尽
力
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。新
旧
世
代
の
架
け
橋
と
な
り
、

誰
も
が
参
加
し
や
す
い
同
窓
会
を

目
指
し
ま
す
。
皆
様
の
ご
支
援
を

心
よ
り
お
願
い
し
ま
す
。

理
事 

　
藤
田
利
孝
（
高
48
）

　

こ
の
度
、
同
窓
会
理
事
を
拝
命

し
ま
し
た
高
48
回
の
藤
田
利
孝
で

す
。
歴
代
の
先
輩
方
が
築
い
て
こ

ら
れ
た
伝
統
あ
る
同
窓
会
に
携
わ

る
機
会
を
い
た
だ
き
、
大
変
光
栄

で
す
。
昨
年
、
総
会
の
実
行
委
員

長
を
経
験
し
、
こ
の
場
が
単
な
る

再
会
で
は
な
く
「
つ
な
が
り
の
価

役職名 卒業回 氏　名
会　長 高20 原田ゆみ子
副会長 高36 綾部　純子

〃 高37 田中　誠一
〃 高49 前川　健太

理　事 高29 白石　克明
〃 高31 内橋　裕之
〃 高32 太田由美子
〃 高35 正木　聖二
〃 高45 世良　洋子
〃 高47 若木　隆自
〃 高48 藤田　利孝

監　査 高43 鮎川　晋一
〃 高45 中村　圭一

顧  問 高15 稲員大三郎
〃 高25 伊藤　徹雄
〃 高28 中牟田伸二
〃 定18 渡邊　達哉

事務局長 高41 青山　崇徳
事務局員 高39 寺田めぐみ

値
を
再
認
識
す
る
場
」
で
あ
る
と

実
感
し
ま
し
た
。

　

微
力
で
は
あ
り
ま
す
が
、
世
代

を
つ
な
ぐ
橋
渡
し
役
と
し
て
、
現

場
感
を
大
切
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

退
任

副
会
長
　
渡
邊
達
哉
（
定
18
）

　

今
回
、
傘
寿
を
機
に
副
会
長
を

退
任
し
ま
し
た
。
振
り
返
れ
ば
、

門
司
元
会
長
の
と
き
に
就
任
以

来
、
生
田
前
会
長
（
お
二
人
と
も

他
界
さ
れ
残
念
で
な
り
ま
せ
ん
）、

原
田
会
長
と
、
３
代
の
会
長
と
と

も
に
14
年
間
一
緒
に
同
窓
会
活
動

に
従
事
で
き
て
幸
せ
で
し
た
。
ま

た
そ
の
間
、
役
員
や
事
務
局
の
皆

さ
ん
の
ご
支
援
を
い
た
だ
き
、
ど

う
に
か
そ
の
任
を
終
え
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
創
立
１
０
０
周
年

に
向
け
て
、
こ
れ
か
ら
も
同
窓
生

の
一
員
と
し
て
参
加
し
て
い
き
ま

す
。
筑
高
同
窓
会
は
不
滅
で
す
！

が
こ
れ
ま
で
の
経
過
を
報
告
し
、

翔
丘
祭
で
大
壁
新
聞
が
継
続
さ
れ

て
い
る
こ
と
に
深
い
感
謝
の
意
を

述
べ
ま
し
た
。

　

な
お
、
新
聞
部
Ｏ
Ｂ
会
で
は
、

ブ
ロ
グ
「
筑
紫
丘
高
校
新
聞
Ｏ
Ｂ

版
」
で
、
平
成
16
年
以
降
の
翔
丘

祭
の
様
子
や
、
筑
高
ク
ッ
キ
ー
誕

生
秘
話
な
ど
を
紹
介
し
て
い
ま

す
。
お
時
間
が
あ
り
ま
し
た
ら
ご

笑
覧
く
だ
さ
い
。

新
聞
部
Ｏ
Ｂ
会　

会
計
理
事

　

近
藤
裕
隆
（
高
39
）



令和８（2026）年６月１日（月）第 79 号（ 3 ） 筑 紫 丘 高 校 同 窓 会 会 報

令和７年度　 ㈶筑紫丘高校同窓会奨学財団決算報告書
１．収入の部　（単位　円）

科　目 第3事業年度 第2事業年度 比較増減額 説　　明
公 1  奨 学 金 11,486,000 5,654,800 5,831,200 275件
公 2  人 工 芝 47,160,487 464件
法 人 運 営 2,623,585 43件
雑 収 入 61,984 29,467 32,517

計 61,332,056 5,684,267 55,647,789
２．支出の部　（単位　円）

科　目 第3事業年度 第2事業年度 比較増減額 説　　明
公 1  奨 学 金 6,147,915 5,928,787 219,128 奨学金給付21名
公 2  人 工 芝 1,447,915
そ の 他 経 常 費 用 723,958 698,054 25,904

小　計 8,319,788 6,626,841 245,032
一般正味財産期末残高 69,701,734 16,689,466 53,012,268
指定正味財産期末残高 3,000,000 3,000,000 0
正味財産期末残高 72,701,734 19,689,466 53,012,268

３．資産・負債の状況　（単位　円）
科　目 場所・物量等 金額

流動資産
現金預金 郵貯 3,000,000

郵貯 11,815,482
福岡銀行　普通口座 44,838,723
福岡銀行　普通口座 13,929,502

固定資産
資産合計 73,583,707

流動資産
　未払金 日本郵便 872,784
　預り金 報酬源泉税 9,189

固定負債
負債合計 881,973

純資産合計 72,701,734

残高72,701,734円は令和7年度会計への繰越金として､ 福岡銀行大橋支店及び
ゆうちょ銀行へ預金中

　
こ
の
春
の
人
事
異
動
で
、
管
理
職
で
は
安

川
俊
英
副
校
長
が
小
郡
特
別
支
援
学
校
に
移

ら
れ
、
嘉
穂
東
高
校
よ
り
吉
澤
新
副
校
長
が

着
任
さ
れ
ま
し
た
。
池
田
悦
子
教
頭
が
明
善

高
校
に
転
出
さ
れ
、
香
椎
高
校
よ
り
菱
谷
涼

太
良
教
頭
（
高
45
）
が
着
任
さ
れ
ま
し
た
。

　
同
窓
教
員
の
異
動
は
次
の
通
り
。

学校人事
創
立
99
周
年
の
充
実
に

向
け
て

�

　
不
老
　
貴
規
（
高
42
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

原
田
会
長

を
は
じ
め
、

同
窓
会
の
皆

さ
ま
に
は
、

本
校
の
教
育
活
動
に
対
し
多
大
な

る
ご
理
解
と
ご
支
援
を
い
た
だ
き

心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

令
和
８
年
度
も
昨
年
度
に
引
き

続
き
校
長
を
務
め
ま
す
、
ど
う
ぞ

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

ご
存
じ
の
通
り
、
創
立
１
０
０

周
年
が
い
よ
い
よ
翌
年
に
迫
っ
て

ま
い
り
ま
し
た
。
卒
業
生
の
皆
さ

ん
も
そ
う
だ
と
思
い
ま
す
が
、
本

校
生
徒
・
職
員
も
準
備
も
含
め
い

ろ
ん
な
場
面
で
１
０
０
周
年
の
言

葉
が
行
き
交
い
ま
す
の
で
、
機
運

は
日
々
高
ま
っ
て
お
り
ま
す
。

　

筑
紫
丘
の
伝
統
は
、
日
々
の
生

徒
た
ち
の
躍
動
と
感
動
の
積
み
重

ね
に
よ
っ
て
出
来
上
が
っ
た
も
の

と
信
じ
て
お
り
ま
す
。
だ
か
ら
こ

そ
、
令
和
８
年
度
は
、
１
０
０
周

年
の
前
年
度
、
準
備
年
度
で
は
な

く
、
99
周
年
の
大
事
な
１
年
と
し

て
教
育
活
動
を
充
実
さ
せ
る
所
存

で
す
。
具
体
的
に
は
授
業
を
中
心

と
し
た
日
々
の
教
育
活
動
の
更
な

る
充
実
に
加
え
、
３
年
間
通
し
た

体
系
的
・
系
統
的
キ
ャ
リ
ア
教
育

の
推
進
と
生
徒
一
人
一
人
の
自
己

実
現
を
図
る
教
育
環
境
の
充
実
を

さ
せ
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
校
舎
改
築
工
事
も
進
ん
で

お
り
、
本
年
度
も
安
全
第
一
に
進

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

卒
業
生
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま

し
て
は
、
本
年
度
も
変
わ
ら
ぬ
後

輩
へ
の
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う

お
願
い
申
し
上
げ
、
ご
挨
拶
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

転
出
あ
い
さ
つ

教
諭
　
英
語
科
　

�

徳
永
　
拓
也（
高
56
）

　

こ
の
度
、

春
日
高
校
へ

異
動
し
ま
し

た
。
筑
紫
丘

で
の
６
年
間
は
応
援
団
や
講
演
会

の
担
当
を
通
じ
、
同
窓
生
の
皆
様

の
強
い
絆
と
深
い
愛
情
を
肌
で
感

じ
る
、
本
当
に
幸
せ
な
時
間
で
し

た
。
多
忙
に
つ
き
、
ご
連
絡
へ
の

返
信
が
滞
る
こ
と
も
あ
り
申
し
訳

あ
り
ま
せ
ん
。
関
わ
っ
て
く
だ

さ
っ
た
全
て
の
皆
様
に
感
謝
い
た

し
ま
す
。

　

今
後
は
同
窓
生
の
一
人
と
し
て

母
校
を
支
え
つ
つ
、
新
天
地
で
一

層
力
を
付
け
、
い
つ
の
日
に
か
ま

た
筑
紫
丘
に
戻
る
こ
と
を
夢
見

て
、
日
々
励
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

常
勤
講
師
　
国
語
科
　

�

矢
野
　
牧
男（
高
38
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

約
３
年

間
、
講
師
と

し
て
勤
務
し

て
き
ま
し
た

が
、
こ
の
度
筑
紫
丘
を
離
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
特
に
校
舎
の

建
て
替
え
の
時
期
に
思
い
出
深
い

旧
校
舎
で
後
輩
の
皆
さ
ん
と
共
に

過
ご
せ
た
こ
と
は
言
葉
に
は
表
し

が
た
い
喜
び
で
し
た
。

　

陸
上
競
技
部
の
顧
問
も
務
め
さ

せ
て
い
た
だ
き
、
卒
業
後
40
年

経
っ
て
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
後
輩
部
員

と
共
に
汗
を
流
す
こ
と
が
で
き
た

の
も
僥
倖
と
言
う
べ
き
こ
と
で
し

た
。

　

こ
れ
か
ら
は
一
卒
業
生
と
し
て

母
校
の
発
展
と
後
輩
の
皆
さ
ん
の

活
躍
を
応
援
し
続
け
て
い
き
ま

す
。

新
任
あ
い
さ
つ

教
頭�

菱
谷
　
涼
太
良
（
高
45
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

香
椎
高
校

か
ら
着
任
し

ま
し
た
。
母

校
で
の
生
活

は
30
数
年
ぶ
り
と
な
り
ま
す
が
、

自
ら
の
高
校
生
活
を
振
り
返
る

と
、
筑
紫
丘
は
自
由
と
学
ぶ
楽
し

さ
に
あ
ふ
れ
、
な
り
た
い
自
分
を

模
索
で
き
る
場
所
だ
っ
た
よ
う
に

思
い
ま
す
。

　

今
年
は
創
立
１
０
０
周
年
を
来

年
に
控
え
、
こ
れ
ま
で
の
成
果
と

課
題
を
総
括
す
る
重
要
な
節
目
に

令和８年度同窓教職員の異動一覧
転  入

役職教科 氏名 卒業回 前任
教頭 菱谷涼太良 高45回 香椎高校

教諭･英語 宮川　徹也 高57回 教職員課
教諭･国語 黒岩　希美 高71回 行橋高校

転  出  
常勤講師･国語 矢野　牧男 高38回 春日高校
教諭･英語 徳永　拓也 高56回 春日高校

校
長
あ
い
さ
つ

な
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。
剛
健
、

叡
智
、
創
造
の
校
訓
の
下
、
培
わ

れ
て
き
た
校
風
と
伝
統
を
次
の

１
０
０
年
に
つ
な
げ
る
た
め
、
尽

力
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

教
諭
　
英
語
科
　

�

宮
川
　
徹
也（
高
57
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

本
年
度
、

教
職
員
課
か

ら
着
任
し
ま

し
た
。
こ
の

歴
史
と
伝
統
あ
る
筑
紫
丘
高
校
に

帰
っ
て
く
る
こ
と
が
で
き
、
身
の

引
き
締
ま
る
想
い
で
す
。
１
０
０

周
年
と
い
う
節
目
を
目
前
に
控
え

た
こ
の
筑
紫
丘
を
、
新
た
に
創
造

し
、
そ
の
価
値
を
さ
ら
に
高
め
て

い
く
た
め
に
も
、
同
窓
会
を
は
じ

め
、
筑
紫
丘
に
関
わ
る
す
べ
て
の

方
々
と
の
結
び
つ
き
を
大
切
に
し

な
が
ら
、
自
分
の
持
て
る
力
を

十
二
分
に
発
揮
し
て
い
く
所
存
で

す
。
こ
れ
か
ら
も
変
わ
ら
ぬ
ご
支

援
の
ほ
ど
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願

　

本
校
２
年
の
角
優
輝
さ
ん
が
、

令
和
８
年
３
月
に
大
阪
商
業
大
学

で
行
わ
れ
た
「
第
20
回
全
国
高
等

学
校
囲
碁
選
抜
大
会
」
の
男
子
９

路
盤
戦
で
準
優
勝
し
た
。
角
さ
ん

に
大
会
を
振
り
返
っ
て
も
ら
っ

た
。

◇　
　
　

◇

　

今
年
度
全
国
大
会
で

ま
だ
輝
か
し
い
成
績
を

残
せ
て
い
な
か
っ
た
の

で
、
よ
い
成
績
が
残
せ

て
良
か
っ
た
で
す
。

　

９
路
盤
と
い
う
の
は

19
路
盤
よ
り
研
究
が
さ

ら
に
大
事
と
な
る
競
技

高
校
囲
碁
選
抜
大
会
で
準
優
勝

２
年
の
角か

ど

優ゆ
う

輝き

さ
ん

で
す
。
全
選
手
が
し
っ
か
り
と
し

た
対
策
を
重
ね
た
う
え
で
臨
ん
で

い
ま
し
た
。
各
選
手
自
分
の
得
意

戦
法
を
用
意
し
て
お
り
、
先
手
番

は
そ
の
得
意
戦
法
に
相
手
を
う
ま

く
誘
導
で
き
る
か
、
後
手
番
は
そ

れ
を
う
ま
く
避
け
ら
れ
る
か
が
、

序
盤
で
の
リ
ー
ド
を
取
れ
る
か
ど

う
か
の
争
点
と
な
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
相
手
選
手
が
ど
の
よ

う
な
得
意
戦
法
を
使
う
か
を
事
前

に
把
握
し
対
策
を
用
意
す
る
と
い

う
情
報
戦
も
繰
り
広
げ
ら
れ
て
い

た
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
ら
が
う
ま

く
い
き
、
よ
い
結
果
が
残
せ
ま
し

た
。
今
回
で
学
ん
だ
こ
と
を
活
か

し
て
こ
れ
か
ら
の
大
会
に
向
け
て

さ
ら
に
精
進
し
て
い
き
ま
す
。

い
し
ま
す
。

教
諭
　
国
語
科
　

�

黒
岩
　
希
美（
高
71
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
の
度
、

行
橋
高
校
か

ら
着
任
し
ま

し
た
。
高
校

教
員
を
志
し
た
当
初
か
ら
母
校
の

教
壇
に
立
つ
こ
と
を
夢
見
て
お

り
、
１
０
０
周
年
と
い
う
大
切
な

節
目
を
前
に
、
そ
の
夢
を
実
現
で

き
る
こ
と
を
大
変
光
栄
に
思
い
ま

す
。
教
育
実
習
で
お
世
話
に
な
っ

た
際
、
建
築
中
だ
っ
た
南
校
舎
は

令和７年度　同窓会費収支決算報告書
１．収入の部　（単位　円）

科　目 予 算 額 決 算 額 比較増減額 説　　明
前 年 度 繰 越 金 2,311,454 2,311,454 0

会  　 　 　 費 14,850,000 15,043,500 193,500 会費@700×延べ15,385名､
入会金@10,000×427名

年   会   費 2,000,000 1,348,000 -652,000 年会費@2,000×527名（複数年入金者有り）
奨   励   金 580,800 580,800 GAOカード新規入会
雑   収   入 500,000 287,665 -212,335 新春の集い参加費､ 預金利息等

計 19,661,454 19,571,419 -90,035
２．支出の部　（単位　円）

科　目 予 算 額 決 算 額 比較増減額 説　　明
総　務　費 6,250,000 6,939,870 689,870

会　 議　 費 800,000 1,030,850 230,850 役員会､ 常任幹事会､ 各種委員会
人　 件　 費 1,600,000 1,453,700 -146,300 事務局長･事務局員等手当
旅 　  　  費 900,000 1,159,250 259,250 役員会､ 常任幹事会､ 支部総会等出席旅費
渉　 外　 費 350,000 467,510 117,510 各支部､ 各回期総会､ 学校行事等祝儀
需　 用　 費 1,300,000 1,647,759 347,759 郵便費､ 維持消耗品費､ 銀行手数料他
保 守 管 理 費 1,300,000 1,180,801 -119,199 システム保守､ ホームページ管理､ 印刷機器管理等

事　業　費 7,950,000 7,857,902 -92,098
育　 成　 費 3,800,000 3,430,000 -370,000 各支部､ 各回期総会等育成
広　 報　 費 850,000 1,187,032 337,032 会報発行経費､ ホームページ作成費
慶　 弔　 費 600,000 1,040,870 440,870 卒業記念品､ 転退職記念品､ 賀寿記念品等
定 期 総 会 費 700,000 700,000 0 定期総会運営費
学 校 応 援 費 1,500,000 1,500,000 0 学校･在校生応援
業 務 委 託 費 500,000 0 -500,000

積　立　金 3,000,000 3,000,000 0
積　 立　 金 3,000,000 3,000,000 0 積立金会計への繰り出し

予　備　費 200,000 51,714 -148,286
予　 備　 費 200,000 51,714 -148,286

小　計 17,400,000 17,849,486 449,486
次 期 繰 越 金 2,261,454 1,721,933 -539,521

計 19,661,454 19,571,419 -90,035
収入額19,571,419円－支出額17,849,486円＝差引額1,721,933円
残高1,721,933円は令和8年度会計への繰越金として､ 福岡銀行大橋支店及びゆうちょ銀行へ預金中

令和７年度　同窓会積立金収支決算報告書
１．収入の部　（単位　円）

科　目 予算額 決算額 比較増減額 説　　　明
繰 越 積 立 金 32,405,554 32,405,554 0
繰 　 入 　 金 3,000,000 3,000,000 0 同窓会会計から受け入れ
雑 　 収 　 入 0 23,537 23,537 預金利息

計 35,405,554 35,429,091 23,537
２．支出の部　（単位　円）

科　目 予　算　額 決 算 額 差引増減額 説　　　明
設    備    費 0 0 0
渉    外    費 0 0 0
次 期 繰 越 金 35,405,554 35,429,091 23,537

計 35,405,554 35,429,091 23,537
残高 35,429,091円は福岡銀行大橋支店に令和7年度積立金として預金中

美
し
く
竣
工
し
て
お
り
、
時
の
流

れ
と
筑
高
の
歩
み
を
あ
ら
た
め
て

実
感
し
ま
し
た
。
微
力
で
す
が
、

母
校
の
更
な
る
発
展
に
貢
献
で
き

る
よ
う
、
精
一
杯
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

　

山
﨑　

和
夫
（
高
９
）
常
任
幹

事
、
５
月
逝
去

訃
　
報
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同
窓
会
監
査
を
務

め
て
お
り
ま
す
が
、

こ
の
度
、
会
報
委
員

会
に
も
所
属
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。 

　

今
春
、
78
回
生
の

息
子
（
博ひ

ろ

翔と

）
が
筑

高
を
卒
業
し
、
同
窓
会
の
一
員
と

な
り
ま
し
た
。
息
子
の
在
学
３
年

間
、
私
は
再
び
「
丘
の
上
で
の
青

春
」
を
体
験
で
き
、
ま
さ
に
こ
の

上
な
い
喜
び
を
感
じ
ま
し
た
。 

　

入
学
式
。
当
時
な
か
っ
た
立
派

な
講
堂
で
校
歌
を
聴
い
た
際
は
、

不
覚
に
も
涙
し
ま
し
た
。
応
援
団

の
指
揮
に
よ
る
校
歌
斉
唱
に
驚
く

保
護
者
の
中
、
私
と
同
様
に
感
動

し
て
い
る
保
護
者
を
見
て
、「
あ
、

こ
の
人
も
筑
高
生
だ
な
」
と
直
感

し
た
の
も
、
良
い
思
い
出
で
す
。

　

私
も
息
子
も
所
属
し
た
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
部
で
驚
い
た
の
は
、
保

護
者
の
熱
心
な
応
援
ぶ
り
で
す
。

我
々
の
頃
は
試
合
に
保
護
者
が
来

る
こ
と
は
ま
れ
で
し
た
が
、
今
は

練
習
試
合
か
ら
大
勢
が
駆
け
つ
け

ま
す
。
ま
た
、
大
運
動
会
も
熱
気

こ
そ
変
わ
り
ま
せ
ん
が
、
種
目
も

含
め
た
数
多
く
の
変
遷
に
時
代
の

流
れ
を
感
じ
ま
し
た
。
何
よ
り
一

番
の
変
化
は
、
生
徒
の
「
真
面
目

さ
」
の
質
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
こ

れ
に
つ
い
て
は
語
り
出
す
と
長
く

な
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
酒
席
で
直

接
お
尋
ね
く
だ
さ
い
（
笑
）。

　

も
う
一
つ
驚
い
た
の
は
、
卒
業

ア
ル
バ
ム
の
全
体
集
合
写
真
で

す
。
33
年
の
時
を
経
て
も
、
海
の

中
道
海
浜
公
園
の
全
く
同
じ
場
所

で
撮
影
さ
れ
て
い
ま
し
た
。 

　

二
度
も
味
わ
え
た
奇
跡
の
よ
う

な
青
春
に
感
謝
し
、
今
後
は
自
分

な
り
に
母
校
と
同
窓
会
へ
恩
返
し

を
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

中
村
圭
一
（
高
45
）

宴座

書
道
史
入
門
書
な
ど
２
冊
出
版

中
山
道
則
さ
ん
（
高
29
）

実施日 支部､学年総会 備考
12回開催 役員会 同窓会事務局会議室
10回開催 広報委員会 Zoom
12回開催 交流委員会 同窓会事務局会議室
9回開催 研鑽委員会 同窓会事務局会議室
8回開催 会報委員会 同窓会事務局会議室
2025/10/4､2026/2/14 学びの会 高校視聴覚室（オンライン）
2026/2/12～隔木曜 イベント部会 ガオカde Night！！ コミてんラジオ
2025/4/2 同窓会三役挨拶 学校長、管理職へ挨拶
2025/4/8 学校 入学式 80回生/440名入学
2025/4/12、2026/1/3 高51学年同窓会 YONA YONA BEER WORKS､on A TABLE
2025/4/21 奨学財団監査 同窓会事務局会議室
2025 毎月25 高25 くおた会 ひげ将軍
2025/4/26 定時制部総会 大東園
2025/4/28 同窓会会計監査 同窓会事務局会議室
2025/5/9､10 学校 翔丘祭
2025/5/10 大分支部総会 モダンチャイニーズレストラン OPERA
2025/5/21 第1回常任幹事会 高校視聴覚室
2025/6/7 支部長連絡会 福岡国際会議場
2025/6/7 奨学財団理事会 福岡国際会議場
2025/6/7 定期総会 福岡国際会議場
2025/6/7 創立100周年事業実行委員会 福岡国際会議場
2025/6/7 社会人講演会 高校各教室
2025/6/7 高50学年同窓会 ななつの星
2025/6/14 野球部OB会 宝船
2025/6/23 奨学財団評議員会 同窓会事務局会議室
2025/7/14 高4学年同窓会 KKRホテル博多
2025/7/27 熊本支部総会 キッチンYOU
2025/8/10 高20学年同窓会 八仙閣 本店
2025/8/25 筑紫会（福岡市役所） テルラホール
2025/9/6 学校 大運動会
2025/9/17 第2回常任幹事会 高校視聴覚室
2025/10/3 九電みらいエナジー同窓会 BELLO
2025/10/9 筑高ゴルフコンペ 筑紫ヶ丘ゴルフクラブ
2025/10/11 丘上会総会 一品香
2025/10/18 関西支部総会 ホテル阪急レスパイア大阪
2025/10/21 北九州支部ゴルフコンペ 門司ゴルフ倶楽部
2025/10/24 高23学年同窓会 ザ･ルイガンズ．スパ&リゾート
2025/11/6 高24 丘仁志会総会 福岡東映ホテル
2025/11/8 首都圏総会 東京ミッドタウン
2025/11/9 高18学年同窓会 福新楼
2025/11/10 高22分科会
2025/11/15 高31学年同窓会 大名やぶれかぶれ
2025/11/15 北九州支部総会 小倉飯店
2025/11/22 高29学年同窓会 福岡東映ホテル
2025/12/12 高21学年同窓会 on A TABLE
2025/12/30 高41学年同窓会 博多ゆめはな
2025/12/30 高57学年同窓会 il Cortile （イル・コルティーレ）
2025/12/30 高55学年同窓会 西鉄ソラリアホテル
2026/1/2 高46学年同窓会 サンミケーレ福岡
2026/1/2 高53学年同窓会 アークホテルロイヤル福岡天神
2026/1/3 高39学年同窓会 博多 とりとりと
2026/1/3 高52学年同窓会 LE BISTRO AKI
2026/1/3 筑吹会 一品香
2026/1/4 高36学年同窓会 Nine Doors
2026/1/17 高13学年同窓会 ホテルニューオータニ博多
2026/1/21 奨学財団理事会 同窓会事務局会議室
2026/1/25 第3回常任幹事会 新春の集い 八仙閣
2026/2/7 高50学年同窓会 八仙閣
2026/2/13 同窓職員同窓会 一手一つ
2026/2/13 大野城市役所同窓会 相撲鳥
2026/2/28 学校 同窓会入会式
2026/3/1 学校 卒業式
2026/3/13 九州電力職域同窓会 頤和園 天神店
2026/3/23 アンダー49 GRANDMIRAGE WHOLE NOTE CAFE

令和7年度同窓会活動記録（本部･委員会･学校）                               

　2025年７月29日から約１週間、同
級の朔敬君、木村政信君、高本孝
一君、朔・木村両君の知り合いの方、
大浦の５人でドイツの「バイロイト音
楽祭」に行きました。
　この音楽祭では、ワグナーの楽劇
だけが、彼自身が約150年前に建て
たオペラハウスで１カ月間ほぼ毎晩
公演され、これに世界中からワグナー
ファンが集まるので、チケットを手に
入れるのが難しいと聞いていました。 
　上記の仲間内で話をしていたら、

朔君がチケット、飛行機、ホテルをネッ
トで取ってくれるというので大いに喜
びました。約１年前から準備を始め
て、４晩４公演分のチケットが取れ
た時には、一度は行ってみたいと思っ
ていた20年来の夢が現実になったと
興奮しました。
　実際にバイロイトを訪れてワグ
ナーの意図した音楽の響きに浸るこ
とができたのはもちろん、ワグナー
の墓参りや街歩き、ホテル、食事、酒、
帰途のミュンヘンへのアウトバーンの
ドライブも堪能することができまし
た。 
　この歳になって音楽愛好の同級生
と外国旅行できたのは奇跡のような
ものです。「大人の修学旅行」で少
年に戻ったような気分を味わったの
で、皆さんにもお伝えしたいと思い、
筆をとりました。

「バイロイト音楽祭」聴遊記 大浦敬規さん
（高21）

　

本
校
の
第
78
回
卒
業
式
が
３
月
１
日
に
行
わ

れ
、
４
３
４
名
が
卒
業
証
書
を
手
に
、
人
生
の

新
た
な
ス
タ
ー
ト
を
切
っ
た
。
一
方
、
入
学
式

は
４
月
７
日
に
あ
り
、
４
４
０
名
が
晴
れ
や
か

な
表
情
で
筑
高
生
の
仲
間
入
り
を
し
た
。

　

書
道
部
Ｏ
Ｂ
の
中
山
道
則
と
申

し
ま
す
。
大
学
卒
業
後
は
県
立
高

校
で
書
道
の
教
員
を
続
け
、
定
年

退
職
後
も
高
校
の
非
常
勤
講
師
と

し
て
勤
め
て
い
ま
す
。
２
年
前
に

本
の
出
版
を
思
い
立
ち
、
２
冊
の

本
を
上
梓
し
ま
し
た
。
ど
ち
ら
も

著
者
名
は
、
雅
号
の
中
山
不
動
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

１
冊
目
の
著
書
は
『
初
学
者
の

た
め
の
中
国
書
道
史
入
門
』（
令

和
６
年
３
月
発
行
）
で
す
。
高

校
・
大
学
で
書
を
学
ぶ
方
の
た
め

に
作
っ
た
書
道
史
の
本
で
、
高
校

の
教
科
書
に
出
て
く
る
古
典
や
書

人
に
つ
い
て
、
写
真
は
入
れ
ず
に

平
易
な
文
章
で
解
説
し
ま
し
た
。

　

そ
れ
ま
で
書
道
史
の
本
と
い
う

と
写
真
集
が
多
く
、
解
説
も
高
校

生
に
と
っ
て
は
難
解
な
も
の
ば
か

り
で
し
た
の
で
、
必
要
に
迫
ら
れ

て
作
成
し
ま
し
た
。
書
道
史
だ
け

で
な
く
、
書
道
の
専
門
用
語
に
つ

い
て
写
真
入
り
で
わ
か
り
や
す
く

解
説
し
た
ほ
か
、
巻
末
に
は
索
引

を
つ
け
て
お
り
、
辞
典
と
し
て
も

使
え
る
便
利
な
も
の
で
す
。

　

こ
の
本
に
つ
い
て
、
皇
居
三
の

丸
尚
蔵
館
の
島
谷
弘
幸
館
長
（
前

九
州
国
立
博
物
館
長
）
か
ら
、「
書

を
学
ぶ
全
て
の
人
の
役
に
立
ち
ま

す
。
初
心
者
は
一
読
す
る
と
指
針

が
で
き
、
今
さ
ら
人
に
聞
け
な
い

こ
と
も
丁
寧
に
書
い
て
い
ま
す
の

で
、
ベ
テ
ラ
ン
の
方
に
も
お
薦
め

で
す
。
実
に
コ
ン
パ
ク
ト
で
使
い

勝
手
が
良
い
本
で
す
」
と
の
お
言

葉
を
頂
き
ま
し
た
。
お
か
げ
で
全

国
10
大
学
の
図
書
館
に
も
入
っ

て
い
ま
す
。（
文
芸
社
・
文
庫
判

２
５
２
ペ
ー
ジ・税
込
７
７
０
円
）

　

２
冊
目
は
『
王
羲
之
と
蘭
亭
序

の
真
相
―
書
聖
と
不
朽
の
名
作
の

真
実
を
探
る
』（
令
和
７
年
７
月

発
行
）
で
す
。

　

前
半
は
「
王
羲
之
外

伝
」
で
、
唐
の
太
宗
が

羲
之
を
神
格
化
す
る

た
め
に
自
ら
執
筆
し

た
『
晋
書・王
羲
之
伝
』

の
疑
問
点
を
あ
ぶ
り

出
し
、
そ
れ
以
外
の
文

本
校
で

卒
業
式
、入
学
式

新
た
な
門
出
、

　
　
顔
晴
れ
や
か
に

献
と
照
ら
し
合
わ
せ
て
聖
人
と
い

わ
れ
る
羲
之
の
実
像
を
探
り
ま
し

た
。
後
半
は
「
蘭
亭
序
異
聞
」
と

し
て
、
羲
之
の
最
高
傑
作
と
さ
れ

る
蘭
亭
序
に
つ
い
て
、
実
は
作
者

は
別
人
で
は
な
い
か
と
い
う
推
論

を
展
開
し
た
も
の
で
す
。

　

蘭
亭
序
に
関
す
る
資
料
を
可
能

な
限
り
集
め
て
検
討
を
加
え
ま

し
た
。
学
術
的
な
論
考
に
加
え

て
、
ミ
ス
テ
リ
ー
と
し
て
も
楽
し

ん
で
い
た
だ
け
る
の
で
は
な
い
か

と
思
っ
て
い
ま
す
。（
文
芸
社
・

四
六
判
２
３
２
ペ
ー
ジ
・
税
込

１
５
４
０
円
）

　

２
冊
と
も
書
店
や
ネ
ッ
ト
で
購

入
で
き
、
電
子
書
籍
に
も
な
っ
て

い
ま
す
。
筑
高
関
係
の
方
々
、
特

に
書
道
部
の
卒
業
生
の
皆
様
に
ご

一
読
い
た
だ
け
る
と
幸
い
で
す
。

卒業式

入学式

◇「
丘
で
学
ん
だ
」は
休
み
ま
し
た
。


